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て は な らな い 事項の よ うに 思 う。 住民 の い う環境保全は が

い し て 現状維持で あ り， 工 事 は 環境を変える こ とで あ る 。

た だ し ， 自然 と人 間，住民 と政策 が 調和 した環境に 変える

こ と で ある はずである。 そ れ に対して は ，
PR 不 足もあ り

説得力がた りな い し ， ま た 公共事業は 地 域 の 庄民に 親近感

に 乏 し い 。

一つ の 方法 と して 建設工 事 の あ とに 遊園地 や グ

リーソ ベ ル トが残 っ て い くよ うな方式は ， 「国」 を危うく

す る考えで あ ろ うか 。 結局 「環境保全」 に は ，魔法の よ う

なテ ク ニ
ッ ク は な く， きわめ て 人間 くさい 問題 か ら始ま る o

ひ た す らに 「安 く，早 く，大量 に 」 の ス ロ ーガ ソ に の み 走

らずも う一度土木に よせ る社会 の 不 信感 の 真因を考える の

も， 現代の 「シ ビル ・エ ソ ジ ニ ア ー」 の つ とめ で は なかろ

うカ・o 　　　　　　　　　　　　　　 （原稿受理 　1973・9・12）
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「本四連絡橋明石地質調査および第 2六 甲 トン ネル 工 事」 見学記

くる　　　　 ま

来　　馬
あき　　　　　 お

章　　雄
＊

　昭和 48年 10月 26 日， 神戸市西部 の 本 四連絡橋神戸・鳴

門ル ーF の 架橋予定地点近 くの ，垂水漁港 の 岸壁 に 集 ま っ

た の は
， 支部幹事長 の 赤井先生 を は じめ 総数 49名 ， 関西

支部見学会の
一

同 で あ る 。 本州四 国連絡橋公団 の 2隻 の 大

型監督船 （200t ）に 分乗 し て 朱色 の 救命胴衣を 全員つ け

て 秋晴れ の 肌寒さ さ え感じ る明石海峡へ 乗り出 し た 。 時，

午前 10時 25分。 波 は ほ とん どな く
“

海
”

を感 じさせ る程

度 で あ る 。

　大型 フ ェ リー
や別府航路 の ク リーム 色 の 豪華客船， そ し

て マ ソ モ ス タ ソ カ
ー

の 巨体 が，淡路島の 山 の 緑と調和 して

美しい 。 そ の 海 に ひ と きわ め だ っ て 突出 して い る朱色 の タ

ワ ーが見え る 。 明石海峡大橋 つ り橋主塔予定地 点の 地質調

査用大型船足場 で あ る 。

　世界最大中央径間 1
，
600　rn の つ り橋 に い どむ土木技術屋

の 意気を ， 行きか う巨船 に ，海鳥に 誇 っ て い る よ うに さ え

見えた 。 昭和 45年 7月，本州四国連絡橋公団が設立 され，

ス タートした神戸 ・鳴門ル ートは
，

4km の 明石海峡 を 渡

り， 淡路島を南北に 約 60km 縦貫道路を新設 し，うず潮 で

有名な 1．3km の 鳴門海峡を渡 る総延長 80．7km ，5，820億円，

13年の 工期を 要する 大プ ロ ジ ェ ク ト工 事で ある 。 10数年

　　　　　　　　　厨

図一1 本四連絡橋 ・明石海峡大橋位置 図

前は 「夢 の か け橋」 とい わ れて い た 明石 海峡大橋も今，実

施へ の 本調査が 着 々 と進 め られて い る の だ Q

　港を 出て 約 10分， 朱色 の 大型調査船足場に 到着 した 。

この 船足場 は創成 2 号 と名付け られ て い る。　 43mx43m

で 水面上約 10m に 作業台があ る 。 70　mm ロ ッ ドが回転 し

地質調査 の サ ン プ リ ン グ 中で あ っ た 。

　 こ の 船足場 は 強潮流，大水深 の 調査用 に 公団が開発 した

も の で
，

300t 級の ア ソ カーを 四方 8 点に設置 し ， φ95mm

の ア ソ カ
ー

チ ェ
ーソ でつ な ぎ， 足場上 の ウ ィ ソ ドラ ス で強

制的 に 引張 り，
バ ラ ス ト タ ソ ク の 注排水法に よ り足場 の 水

平 を保 つ 方式 だ そ うだ 。

　足場 で は ， 地質 ， 土質調査が同時 に 4 点可能なス ペ ー
ス

と構造 を 備え て い る 。

　現調査地点 の 水深 は TP −44　m で ，約 GL −150　m まで に

サ ソ プ リ ソ グ ， 孔内載荷試験 ， 電気検層（見 か け比抵抗），

密度検層 （γ線強度），速度検層等 を 48 年度中か け て 行な

い
，
49 年度 は 対岸淡路側 の 主塔予定地点の 11 孔を 12月ま

で に行な う予定 との こ とで ある 。

畔
兵庫 県企 業局開発 課
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　 GL −40　m ま で の 青灰色 の サ ン プル や ，
　 GL −65　m 付近の

砂質泥岩の サ ン プ ル を足場上 で見せ て もら っ た 。

　計画 ル ートは 瀬 戸内海の 玄関 口 の 船舶航行の 特 に 多い 明

石 海峡だけに ， 事故防止 に は細心 の 注意を払 っ て い た 。 大

型足場 ・創成 2 号 の 前後に は ，300t ア ン カ ーと φ95　mm

ア ソ カー
チ ェ

ーン で支えられ た逆 V 型 に 配置された 100m

の 連結 フ ロ
ー

トがあ り，誤 っ て進 入 して き た船 ， ある い は

漂流して きた 船も，足場 へ の 衝突 を 避 け られ る よ う配置 さ

れ て い る 。

　さらに その 前面 に は ， 直径 5m の 大型灯浮標 3基をお の

お の に 配 置 し， 黄色の 回 転灯を付け た 警戒船が終日周辺を

巡視 して い る 。

　濃霧 に 対 し て は，船 足 場 上 の タ ワ ーよ り警報を 発 して い

く仕組み に な っ て い る との こ と。

　これ ら海上事故防止 へ の 種々 の 試み は，地質調査用 の み

で なく，や が て 本橋橋脚 の 1，500m 航路 に 対す る 海上接触

防護施設へ の 重要な 実験 で もあ るわけ で す 。

　創成 2 号調査船足場に 立 っ て，架橋 ル ー トに 目をや る と，

北側神戸 の 橋 リ ョ ウ の ア プ ロ ーチ 部は ，
10数年前 は 緑 の 丘

陵地 帯だ っ た が，今は 膨張する神戸人 口 を受け入れた 新興

住宅団地 の コ ソ ク リート建築群が ぎ っ し りとあ り，は や ア

プ ロ
ー

チ 道路をめ ぐっ て ， 道路騒音 と環境権 で 文化人（？）

を先頭に 反対運動や住民集会が活発に な っ て きて い る。

　南 の 淡路側は ， 民間デ ィ ベ ロ
ッ

パ ーの 乱開発の 規制 と自

然保護を 強 く訴える 声 と過疎か ら の 脱皮 ， 開発へ の 期待 が

渦巻き ， 地 価の イ ソ フ レ を起 こ して い る 。

　海を 眺 めれ ば，赤潮発 生 に よ る養殖 ハ マ チ の 大量死 や P

CB 汚染魚で 代喪され る海水 汚染 ， 汚濁 で エ ス カ レ ートし

た 漁業者 と海中 ・海上 工 事者との 関係は ， ボーリ ン グ ， 調

査工 事，架橋工 事に つ い て ，その 同意を得 る に も難 関だ ら

け の 模様と推察した 。

　技術屋 とい え ど も， 土質 ・基礎工 学 や橋リ ョ ウ工 学 の 世

界か ら， 好む と好 ま ざる とに か か わ らず，幅広 い 環境ア セ

ス メ ソ トへ の 配慮を要求 され る時代 とな っ て きた よ うだ 。

　私た ち に い ろ い ろ説明 して い た だ い た 公団 ・垂水工 事事

務所岡 田 所長の 言下 に そ の 仕 事 の きび し さ とむずか し さを

至岡」

案

図
一2 第 2 六 甲 トン ネ ル 位置 図
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膚 に 見学者 は それぞれ感 じ，午前 11時 40分港 へ 全員無事

帰 っ て きた 。

　神戸市中央部 の 神戸港ポ ー トタ ワ ーの 近 くで の 昼 食 を あ

とに して ，
バ ス で 午後 は 神戸六 甲山 の 下を貫通す る第 2 六

甲 ト ソ ネル の 見学 に ， 施主 の 神戸市道路公社，井 田工 事課

長 さ ん の 案内 の 手をわ ず らわ して 出か け た 。

　午前 は 明石海峡 の 潮風を，午後は計画 トソ ネ ル の 真上 の

ドラ イ ブ ウ ェ イを六 甲の 山 の 緑 の 風を満喫 しな が らの 見学

会 で ある 。

　神戸市 は ， 六 甲山系の 山 々 を は さん で表と裏 に 分断され

て い る 。 裏 に あた る 北神地域漢，近年宅地 開発 が盛 ん と な

り，49年 の 中国縦貫 自動車道 の
一

部供用開始で ますます北

神地域 の 開発が加速度を増す もの と思わ れ る 。 既幹線道路

は，地形的 に も拡幅困難で あ り，す で に 飽和 状 態 に あ り，

北神地 域 と南の 市街地 を結ぶ 幹線道路 と して 計画 ， 着手さ

れ て い る。

　第 2 六 甲 トン ネ ル 南 口 は ， 国鉄 新幹線新神戸 駅 西 端 （DL

＋ 43m ） で 北神地域箕谷 （DL ＋ 220　m ）へ の 6，900　m の ト

ソ ネ ル で ， 六 甲山 の 200〜300m 下 を貫通す る 道路長大 ト

ン ネ ル で あ り， 開通 し て い る最大道路 トン ネ ル の 関門国道

トソ ネル の 3，461m を しの く親 模 で あ る 。 地 質は ， 全域 に

わ た っ て ほ とん ど花 コ ウ岩 （布引型また は 六 甲型） で ，六

甲山 の こ の 花 コ ウ 岩 は，約 1億 5 千年前に 海底 よ り隆起し

て 作 られ た もの とい われ ， 地層 の もめ かたが激 し く，
こ の

ト ソ ネル も 3 本の 大断層 （南から布引，万福寺，山 田 の 各

断層）と交差 し て い る 。

　工 事工 程上四つ の 工 区に 分割され て お 舅 本 トン ネ ル 掘

削断面 80m2 に対して，掘削断面 21m2 の 斜坑 を 3個所 2本

排 気 側 斜 坑 断 面 　 　 　 　 　 　 　 　 　送 気 側 斜 坑 断 面

’
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図 一 3 第2 六 甲トンネル標 準断 面 図 ずつ掘り，工事 用
機

等の搬 入 ， ズリ の 搬 出な どを行ない， 完成 後は 本 ト ン

ル内 の 換 気 用 送 排 気 ダクトに使われるそ うだ 。 そ の 他

明，防 災， 内装，交通管 理施設等に 関 し て 「 トン ネ ル

術委 員 会」を設 け ， 各 界 の専 門 家の 検 討

ふ ま えて実施 計 画して いる と の こと です 。 　 私

は，最北 の 工 区 ， 第 4 工 区を見学 した。斜坑を約 400

} イ クロ バ ス で 下 降 して ， 神 戸 市道 路 公社 で お借 り し

長靴をはいて ，湧 水に水 の流れ る本 坑を歩いた。上 部

断 面 掘 削 工法で掘進 中 で ，ほ と ん ど 上部 半断面アーチ部

ﾌ コ ソ ク リー ト巻 立ての終わった
坑 内 で ， 導 坑 大背部 掘

削

の 広 い
坑内 を，約 1 ，  00m ， 照 明 の けい光 灯 にリ ード さ

れて， 「六 甲 型 花 コウ 岩

はこれだ ぞ∠ 「 これ だぞ 」 と ぽ か り 目に と び こん でく

。 　 地中深 くね むり ， 初 めて 人 の目に ふ れる花コ ウ 岩

岩 片 を 手にと り ， 足 に ふま え て ，こ の 工 区 中の山 田 断

はここ だ と教え て もら いなが ら ， 幸 い 山 田 断層の

水も 少なく ， 無事 支保 工 の終え た ア ーチ を な が め トソ

ル を 出た
。 　 工事 課長 に よるト ソ ネ ル工事 余 話 三つ を

っ て みよう 。 そ の一 つ ，六 甲山 中 の修 法 ケ 原 公園 の ボ

ト 遊びなど 市民 に親 しま れた
大

池 の 水が， ト ソ ネ ル 工 事

進 ち ょくにつれ て激減し ， 昭和48 年の 夏 は 近 畿 一円

大渇 水だ った ので 同 様 の 自然現 象 か と も 考えられたが

それも 秋 を迎 えて も 回 復 の き ざし なく，公 園 付 近 の井

水は かれ ， 給水車で 対処 中 とか 。 ト ンネ ルの位置 と こ の 池

の 距離 関係 は ， 水平 距 離 に して

50em ， 垂直 距離（池 の 下） 約280m で あ る と い う 。

下，頭 を痛めてい る よし 。 　 そ の二つ目，住 宅 団地 の

下120m のトンネル 工 事だ

， 掘削の発破振動が ， 市 民 の安 眠を 妨 げ ，振動対策 に

走し 　　　　　　 　　　た よし。 　 　　　　　 　 　

　その三つ目，北坑口
は

人 家 連 担に近 　　　　　 　　

　い（5   m程度），坑口道 路騒 音 と ア プ 　 　　　 　

　　　ローチ道の盛土形

は通風の悪化と反 　 　　　　　　　　対運動 あ り 坑 口 対策

苦 慮， 研 究 中 と 　 　　　 　 　 　　 　

。 　　 　 　 　 　 　 　　　明 fita

大 橋地質調
査

お よ び 第 2 六 甲 トソ

ル 工 事と 大プ Pt ジェ ク ト工 事 に

む同 輩のファイ
ト

と研 究心 カ ミ 心

よく見学者 一同の胸 に 響き，秋の明石 の海

六 山 紅

に親 み ，午 後 4
時

過 ぎ見学会の

日は終
わ
った 。 　 　 　 　 　 　 　 （ 原 稿 受 理 　1973 ． 工


